
愛媛大学 総合的な診療能力を有する医師の養成研修計画

超早期教育 学部教育 卒前教育 卒後教育 生涯教育

対象 小学生
中学生 / 高校生

医学部低学年 医学部高学年 研修医・専攻医 専門医・指導医

具体的
な内容

小学生
・仕事見学
・地域の医療従事者の
インタビュー

・患者/患者家族との交流

 中学生 /高校生
・職業体験実習
・シミュレーション教育
・地域医療総合診療セミナー

・医療面接実習
・コミュニケーション学習
・早期地域医療体験実習
・シミュレーター教育
・生理学・内科学ベースの
診断学教育

・臨床研究
・全人的医療教育

・医療面接実習（ACP含む）
・知識と関連づけた臨床実習
・診断学
・エビデンス教育
・地域実習

 4-5年生：導入型 2週間
 5-6年生：診療参加型 2週間
 内容：多職種連携

 介護福祉在宅医療
退院支援
 地域の疾病構造

・診断学と 診断エラー
・幅広い疾患への初期救急対応
・手技（座学 / VR / 実践）
・在宅医療
・複雑な症例の対応
・介護福祉支援の実践
・地域診断と包括ケアの実践
・臨床研究（社会人大学院）
・多職種連携
・テレビ会議システムを利用した
勉強会、講演会

・アウトリーチ医療
・診断学と診断エラーadvance
・教育指導論 / 実践
・ハラスメント教育
・専門外領域のupdate教育
・診療科連携教育と実践
・EBMとNBM
・リカレント教育指導
・ライフイベントに応じた
診療支援・教育指導

調査
研究

・体験実習での学び評価
・学生の動機付けの変化
・学習レベル別の問題思考
型学習と評価

・医学生の 動機付けの評価
・コミュニケーション訓練と
その効果の検証

・地域医療/全人的医療への
早期暴露とその影響の評価

・シミュレーション教育の
学生への影響の評価

・各実習で得た学びのキー
ワードの収集解析

・各実習で動機付けの変化の
評価解析

・学生が苦手意識を抱く分野
の有無を評価解析

・研修医 / 専攻医の地域医療に
対する認識を評価

・地域の医療機関と県の拠点病院
の効果的連携体制の模索

・臓器別専門医と総合診療医の
連携方法の模索

・遠隔教育システムの模索

・総合診療医が習得すべき
専門領域の学習手法の調査

・専門医が総合診療医に求める
各領域の知識に関する調査

・リカレント教育に求められる
手法、内容の調査
→ 休職者、転科者、定年退職者

教育
プロ
グラム
開発

・義務教育を通した
医療問題の早期教育

・高等教育を通した
学生の動機付け支援

・医学部低学年の動機付け
維持/促進プログラム開発

・地域志向性の促進プログ
ラム開発

・医学生の利他性を養う
プログラムの開発

・ 医学部高学年の動機付け
 維持 / 促進プログラム開発

・ 地域志向性を滋養 / 維持
 するプログラム開発

・ 学生の地域志向性を向上
 させる実習プログラム開発

・総合診療のプロフェッショナ
リズムを習得するカリキュラム
開発

・総合診療医と専門医が相互に
学び、連携向上するプログラム
の開発

・遠隔地からアクセス可能な
総合診療の教育コンテンツ、
教育指導コンテンツの開発

・リカレント教育プログラムの
開発 / 整備 / 情報発信

愛媛大学医学部附属病院 総合診療医 育成プログラム
Ehime General Practice Development Program (EGPDP)

県内の小中学校 愛媛大学医学部 ⇄ 愛媛県中核病院 ⇄ 地域中核病院 ⇄ 地域の診療所/ 介護福祉施設 

（リカレント教育）

・愛媛大学が県内のすべての医療機関と連携しリーダーシップを発揮して総合診療の教育基盤を築く。
・総合診療専門医のプログラムのみならず医学教育の充実も図る。
・総合診療医と専門医が互いを理解し協力し合うこと、アウトリーチを活用することで、限られた医療資源を活用し最大限地域住民に還元する。

愛媛大学 地域医療・総合診療医学講座が主体となり、県が一丸となって総合診療医の育成に取り組む!

地域医療合宿/病院見学ツアー

医学生向け愛媛県サマーセミナー

愛媛県
愛媛県医師会

市民公開講座、医学生向けセミナーの
開催支援、リカレント教育の情報共有
各地域が必要とする医療に関する情報共有

医師会や学会地方会を通し
総合医育成プログラムをの
必要性、内容を共有

連携 / 地域に還元

地域枠学生のみならず一般入学生も指導対象

◆超早期〜生涯教育まで一貫した総合診療教育.
屋根瓦式の指導を実践→縦と横の強いつながり
の構築⇒メンター制度、キャリア支援.

◆On The Job Training, Problem Based Medicine
といった教育手法を導入する.
⇒ 知識の習得→実践→省察→行動修正という

 総合診療医に必要な素質の育成を実践

◆ 明確な到達目標を設定することで、学習者
 指導者の両者が総合診療に必須の要素及び
 病院総合診療、家庭医療につながる知識を
 習得しやすくする

    ⇒ キャリア支援にもつながる.

◆ 医学教育、地域医療学教育を実践しつつ
 学術活動、システム開発、情報発信といった
 指導者に求められる能力を滋養.

◆ 教育プログラムの開発、改善、修正を重ね
 時代の変化に適応する総合診療医の育成を
 実践

・マドンナ医師育成プロジェクト
・ドクターバンクセンター
・プラチナドクターセンター
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